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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 5年 1月 

〔漁 業〕 

・ 1月の漁獲量は前年を886㌧上回り､漁獲金額は前年を5,000万円上回った｡漁獲量では､タラ・ス

ケソウ漁(前年比969㌧増)が豊漁となり総漁獲量を押し上げた｡一方､底曳き網漁(前年比128㌧

減)は大幅に減少した｡漁獲額でも､タラ・スケソウ漁(前年比76百万円増)が大幅に増加し､カレ

イ漁(前年比31百万円減)が大幅に減少している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 2022年産の日高管内の主要農畜産物の生産状況は､水稲と軽種馬を除いた販売額は125億3千万

円だった｡花きが販売額8億5,700万円で過去最高となったほかピーマンは9億7,200万円だった｡ 

・ 今年の競走馬の種付けシーズンを前に､若手生産者でつくる浦河町軽種馬生産振興会青年部は

21日､毎年恒例の種牡馬視察研修を行った｡新ひだか､新冠､日高､安平の4町にある計7カ所の種

馬場を半日かけて巡り､参加者たちは新たに種牡馬入りした名馬などに熱い視線を注いだ｡主要

種馬場から離れている浦河町の生産者が繁殖馬との交配を検討する際の参考に実施している｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は1,300万円で､前年を1億3,800万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は6億4,200万円で前年を4億4,400万円上回った｡ 

・ 1月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､2件で､前年を2件上回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 新ひだか町内のスイーツ店｢Ｐｅｅｋａｂｏｏ(ピカブー)｣(静内駒場)は､ケーキを詰めた｢スイ

ーツ缶｣やジェラートなどを冷凍で売る自動販売機を同店近くに設置した｡ 

〔観光・その他〕 

・ 馬に乗って初詣をする恒例行事の騎馬参拝が2日､浦河町の西舎神社で行われた｡昨年と同様に

観客の制限はせず､町民や馬産業の関係者ら約300人が見守る中で人馬の健康を祈願した｡騎馬

参拝は1910年(明治43年)に始まった伝統行事で､今年114回目となる｡ 

〔雇 用〕 

・ 1月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区は前年を下回り､全道は前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を4億4,400万円上回り､町

発注工事は前年を1億3,800万円下回った｡建設業の1月の発注工事は少なかったが､手持ち工事

確保している企業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を886㌧上回り､漁獲金額は前

年を5,000万円上回った｡タラ・スケソウ漁が好調で､静内地区を除く全地区で前年を上回って

いる｡飲食業は､コロナ感染者も減少傾向にあり､新成人の同窓会や企業の新年会等が増え､来店

客は多くなり売上はやや増加したものの､通常営業では､材料費､光熱費の高騰が続き厳しい状

況は続いている｡また､商品価格の値上げを実施する店舗も多くなっている｡個人消費は､コロナ

対策の緩和等もあり､人の動きは活発になりつつあるも､物価の上昇が家計を圧迫しており､節

約思考が強まっている｡地域商品券を発行する町では､利用客も多く売上はやや増加している地

域もあるが､地域によってばらつきが見られる｡漁業の水揚げもほとんどの地域が前年比増加し

ており､地域の活性化も見られるが､さらなる物価上昇が予想される中で､消費の抑制傾向が強

まりそうで､これから閑散期を迎え､先行きの不透明感は増している｡ 



２ 

 

〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ホッキ漁等｡〔沖合い漁業〕ツブ､タラ･スケソウ､毛ガニ漁等｡ 

総漁獲量 4,151㌧・総金額 9億7,300万円(前年同月比 886㌧増・5,000万円増)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

底曳網漁…………… 

カレイ漁……………   

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ナマコ漁…………… 

ホッキ漁…………… 

タラ･スケソウ漁･… 

 メヌケ漁…………… 

キンキ漁………･･… 

毛ガニ漁…………… 

昆 布……………… 

 その他……………… 

700ｔ ・  89百万円 

141ｔ ・  54百万円 

74ｔ ・   71百万円 

42ｔ ・   21百万円 

1ｔ ・    6百万円 

18ｔ ・    7百万円 

2,809ｔ ・  216百万円 

2ｔ ・    7百万円 

4ｔ ・    9百万円 

29ｔ ・   86百万円 

235ｔ ・ 386百万円 

96ｔ ・   21百万円 

(前年同月比    128ｔ減 ・  14百万円増) 

（前年同月比    10ｔ減 ・  31百万円減） 

(前年同月比     11ｔ増 ・  22百万円増) 

(前年同月比    17ｔ増 ・   5百万円増) 

(前年同月比   増減なし ・   2百万円増) 

(前年同月比      1 t増 ・     増減なし) 

(前年同月比    969ｔ増 ・  76百万円増) 

(前年同月比  増減なし ・   3百万円増)   

(前年同月比      4ｔ増 ・   9百万円増) 

(前年同月比      3ｔ増 ・  14百万円減) 

(前年同月比    19ｔ減 ・  36百万円減) 

(前年同月比    38ｔ増 ・    増減なし) 

   

・ 秋サケの沿岸での漁獲数と､河川での捕獲数を合わせた2022年の道内来遊数は､前年比79.7％増

の3,347万4千匹だった｡3千万匹を超えたのは15年以来､7年ぶり｡研究機関は悪材料が見当たら

ないとして､今年も昨年以上の来遊数を期待できるとみている｡北海道連合海区漁業調整委員会

と､道さけ･ます増殖事業協会によると､沿岸の漁獲数は76.2％増の2,939万9千匹｡一方､人工ふ

化用となる河川での捕獲数は2.1倍の407万5千匹で､10年ぶりに400万匹を上回った｡地域別の来

遊数は､オホーツクが78.6％増の2,030万1千匹と最多｡日本海が81.7％増の607万3千匹と続き､

根室が94.4％増の385万匹､えりも以西(日高･胆振管内など)は倍増の166万7千匹､えりも以東

(十勝･釧路管内など)は41.2％増の158万2千匹だった｡道内の秋サケ来遊数は04年の6,049万1

千匹をピークに減少が続き､19～21年は3年連続で2千万匹を下回った｡22年は来遊の中心となる

4年魚が海に出た19年春の海水温が成育に適していたことなどが､来遊数の増加につながったと

みられている｡道立総合研究機構さけます･内水面水産試験場は｢来遊数の減少を予測させるよ

うな悪い材料はなく､種苗放流技術も年々向上している｣として､今年も来遊数は増えると分析

している｡一方､22年の漁獲高は､42.4％増の639億2,700万円となり､1988年の638億円を上回り

過去最高となった｡ 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 2023年度のサラブレッド競り市｢北海道市場｣(日高軽種馬農協主催)は､5月23日の2歳馬トレーニ

ングセールで開幕し､10月17日終了のオータムセールまで5セールで計13日間の開催｡選抜による1

歳馬のセレクションセールは7月25日､26日の2日間で開催される｡2歳馬トレーニングセールはＪ

ＲＡ札幌競馬場で開催｡ほか4セールは静内神森の北海道市場で開催する｡幕開けのトレーニング

セールは､競り市前々日の5月21日に事前下見､22日に公開調教を行う予定｡セレクションセールは､

7月25日､26日の2日開催｡前日の24日に上場予定馬全頭の比較展示を行う｡1歳馬サマーセールは8

月21日から25日までの5日間｡1歳馬セプテンバーセールは9月19日から21日の3日間｡北海道市場の

シーズンを締めくくる1歳馬オータムセールは､10月16日､17日の2日間の開催予定｡ 

・ 競走馬の総合商社ジェイエス=静内本町=主催の｢冬季繁殖馬セール｣が25日､静内神森の北海道市

場で開かれた｡セールには25頭(前年22頭)が上場し､23頭(同17頭)を売却｡売却総額は3億61万円

(同1億2,322万円)だった｡価格はすべて税込｡同セールは繁殖牝馬の競り市で､秋季と年明けの冬

季の年2回開催している｡売却率は92.00％(前年77.27％)だった｡最高額取引馬はモーリスを受胎

したシゲルピンクダイヤ(7歳､父ダイワメジャー)=兵庫県神戸市･森中啓子氏販売=を1億6,500万

円で仙波りり子氏が購入した｡ 

〔農 業〕 

・ 日高振興局は､2022年産の日高管内の主要農畜産物の生産状況をまとめた｡水稲と軽種馬を除い

た販売額は125億3千万円(前年比93.5％)だった｡花きが販売額8億5,700万円で過去最高となっ

たほか､全道一の生産量を誇るピーマンは前年並みの9億7,200万円だった｡生産額に含まれてい

ない軽種馬の市場取引額(日高軽種馬農協)は､過去最高の165億1,573万円(前年比113.7％)｡水

稲(北海道農政事務所)は作況指数105のやや良｡10㌃当たり収量531㌔｡6月に降雨､日照不足によ

る生育遅れがあったものの､その後は高温で推移したことから生育は概ね順調に進んだ｡ 

〔花き栽培〕 

･ 1月の花き出荷実績は､6万本､金額 727万円(前年 5万本､566万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､6億 

4,200万円で､前年同月比4億4,400万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和5年1月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 1 0 0 1 13 0 0 13 0 

浦 河 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

えりも町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

計 1 0 0 1 13 0 0 13 2 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 1,300万円となった(前年同月 1億 5,100万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は1件下回り､金額は1億3,800万円下回った｡ 

・ 1月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 2件で､前年を 2件上回った｡ 

 



４ 

 

 

〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が527㌧(前年595㌧)で前年比11.4％の減少｡ 

出荷金額は1,150万円(同1,214万円)で前年比5.3％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材は､1月の受注は少なく､前年並みとなっている｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産のゴボウ､ニラ､ジャガイモ､長イモ､玉ネギ､生シイタケ､エノキダケ等が主体と

なっている｡本州産では､ダイコン､ニンジン､ハクサイ､キャベツ､ホウレン草､セロリ､レタス等

が出荷されている｡果物は､本州産のミカン､リンゴ､イチゴ等が主体となっている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 新ひだか町静内の太田養蜂場は､道内でも数社しかないハチミツを自前で採取している製造･販

売業者で胆振･日高管内では唯一｡日高管内と秋田県の計約30カ所に巣箱を設置｡アカシアをは

じめ､国内では珍しいホワイトクローバーなど多種類の花からハチミツを採る｡1970 年に創業｡

数年前までは鹿児島県でも採取していたが､温暖化などの影響で難しくなり､現在はミツバチの

繁殖場所として利用している｡3道県を移動しハチミツを製造する｡道内では 6～8月が最盛期｡

遠心分離機で巣から蜜を取り出し､ごみを取り除いた後､一斗缶に入れて自社店舗まで運び､瓶

詰めする｡太田養蜂場は全て自家生産｡1カ所の採取場所で 1種類の花のハチミツを採る『少群

採蜜法』を採用しており､食べ比べることで味や香りの違いを楽しめる｡2021 年には､道が優れ

た道産食品を選ぶ｢北のハイグレード食品｣に､町内の観光名所｢二十間道路桜並木｣のサクラか

ら採った商品｢さくらのＩｋｏｒ(イコㇿ)｣が認定され､人気となった｡ 

〔観光・その他〕 

・ 日高管内有数の初日の出スポット､襟裳岬で1日朝､水平線にかかった雲の上から､初日の出が

見られ､見物に来た多くの人たちが拍手をしたり､歓声を上げたりして祝っていた｡午前6時台

の最大瞬間風速が 20.9 ㍍の強風で､例年は臨時開館する観光施設｢風の館｣も改修中で閉鎖さ

れたままだったが､町によると､札幌や帯広ナンバーの自家用車など約 400 台が 2 カ所の駐車

場を埋め尽くし､夜明け前から約千人が詰めかけた｡ 

・ 日高振興局は 2022年度上半期(4～9月)の日高管内観光客入込客数をまとめた｡管内 7町の合

計は前年度同期比131.7％の104万2,800人と回復傾向が見られたものの､コロナ禍以前の19

年度同期比では80.8％に留まり､依然として新型コロナウイルス感染症の影響が強く残る結果

となった｡各町の主要イベントが3年ぶりに開催され､全ての町で前年度上期の入込客数を上回

った｡主な観光施設利用者数では一部を除き大半の施設が前年同期比で増加した｡上半期実績は､

道外客は前年度同期比131.9％(19年度同期比76.8％)の19万4,600人で全体の18.7％｡道内

客は同131.7％(同81.8％)の84万8,200人で､全体の81.3％｡うち､日帰り客は全体の91％を

占める94万9,000人､宿泊客は同9.3％の9万3,800人｡季節別では､春季(4～5月)は同131.4％

(同78.1％)の36万6,400人､夏季(6～9月)は同131.9％(同82.4％)の67万6,400人｡外国人

宿泊客数は同174.3％(同7.3％)の61人､外国人宿泊客延数は同280％(同9.7％)の98人に留

まっている｡国別では中国19人､米国7人､ベトナム5人､インド､韓国､ロシア各4人などとな

っている｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月1件)､負債総額1,400万円(同7,500万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は14件(前年同月8件)､負債総額は15億5,300万円(同8億6,200万円)､倒産件 

 数は前月比2件減少､前年比6件の増加となった｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は570件(前年同月452件)､負債総額は565億2,400万円(同669億4,000万円)｡ 

倒産件数は前月比36件減少､前年比で118件の増加となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 1月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.59倍で､前年比0.08ポイント下降、前月比0.31ポイント 

下降した。有効求人数は951人で前年比18人の減少､前月比で137人の減少となった｡有効求職者 

数は599人で前年比18人の増加､前月比で25人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.11 

倍で､前年比0.11ポイント上昇､前月比0.06ポイントの下降となった｡ 
 

 
 

 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 

1 ／ 5    第72回 中 山 金 杯                            （ＧⅢ） 
ラ ー グ ル フ 号            (日高町 スマイルファーム 殿生産） 
 

1 ／ 9   第39回 フェアリーステークス                               (ＧⅢ) 
      キタウイング 号              （浦河町 ミルファーム 殿生産） 
 
1 ／14   第60回 愛 知 杯                           （ＧⅢ） 
      アートハウス 号                 （浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
1 ／22   第64回 アメリカジョッキークラブカップ                 （ＧⅡ）    

ノースブリッジ 号               （新冠町 村田牧場 殿生産） 
 

  1 ／22  第40回 東海ステークス                        (ＧⅡ) 
        プロミストウォリア               （平取町 坂東牧場 殿生産） 
 
  1 ／29  第28回 シルクロードステークス                    (ＧⅢ) 
        ナムラクレア                   (浦河町 谷川牧場 殿生産) 
 

令和4年度上期 日高管内月別観光入込客数           （単位：千人）（出所：日高振興局） 

 区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 

日高町 
入込総数 

（前年度比） 
21.5 

(109.1％) 
39.0 

(139.3％) 
33.0 

(154.9％) 
45.3 

(115.6％) 
44.2 

(96.1％) 
38.5 

(155.2％) 
221.5 

(123.7％) 

平取町 
入込総数 

（前年度比） 
15.5 

(133.6％) 
23.2 

(154.7％) 
20.6 

(187.3％) 
21.5 

(104.9％) 
28.5 

(127.2％) 
24.1 

(229.5％) 
133.4 

(146.6％) 

新冠町 
入込総数 

（前年度比） 
27.2 

(134.0％) 
42.5 

(142.6％) 
26.8 

(154.9％) 
33.0 

(117.4％) 
42.4 

(125.4％) 
34.6 

(168.8％) 
206.5 

(137.9％) 

新ひだか町 
入込総数 

（前年度比） 
44.0 

(150.2％) 
59.5 

(92.2％) 
15.9 

(115.2％) 
26.3 

(128.9％) 
29.8 

(113.3％) 
19.8 

(138.5％) 
195.3 

(121.9％) 

浦河町 
入込総数 

（前年度比） 
17.5 

(194.4％) 
35.5 

(128.6％) 
8.8 

(133.3％) 
10.7 

(105.9％) 
33.6 

(297.3％) 
12.2 

(160.5％) 
118.3 

(163.9％) 

様似町 
入込総数 

（前年度比） 
4.0 

(102.6％) 
7.2 

(126.3％) 
1.3 

(140.0％) 
1.6 

(108.2％) 
3.4 

(296.5％) 
1.1 

(135.0％) 
9.5 

(165.6％) 

えりも町 
入込総数 

（前年度比） 
11.2 

(238.3％) 
18.6 

(191.8％) 
10.4 

(126.8％) 
18.0 

(75.0％) 
30.2 

(113.5％) 
24.1 

(99.2％) 
112.5 

(115.4％) 

                                

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 5 年 1 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,599 -58 6 2,414 8 4 

日 高 町 10,892 -213 -8 5,934 -10 -3 

新 冠 町 5,185 -48 -1 2,785 45 9 

新 ひ だ か 町 21,009 -353 -23 11,410 -24 -21 

浦 河 町 11,668 -36 -26 6,674 104 -14 

様 似 町 3,979 -96 -4 2,086 -26 -2 

え り も 町 4,314 -100 -7 2,077 -17 -6 

日高地区合計 61,646 -904 -63 33,380 80 -33 

広 尾 町 6,213 -138 -15 3,224 -9 -6 

大 樹 町 5,444 45 7 2,800 67 6 

日高･十勝地区合計 73,303 -997 -71 39,404 138 -33 

札 幌 市 1,958,226 -1,340 -1,286 1,096,182 9,800 -547 

江 別 市 119,118 -500 -51 59,347 254 -42 

石 狩 市 57,894 -181 -60 28,429 198 -31 

北 広 島 市 57,278 -448 -74 28,172 115 -26 

恵 庭 市 70,122 41 -57 34,861 405 -20 

千 歳 市 97,634 21 -5 51,437 550 25 

石狩地区合計 2,360,272 -2,407 -1,533 1,298,428 11,322 -641 

苫 小 牧 市 168,187 -1,226 -112 90,824 372 -43 

厚 真 町 4,370 -27 -11 2,119 -1 -10 

む か わ 町 7,475 -98 -13 4,027 20 3 

胆振地区合計 180,032 -1,351 -136 96,970 391 -50 

営業区域合計 2,613,607 -4,755 -1,740 1,434,802 11,851 -724 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和5年1月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 951 87,035 -18 4,877 -137 -2,759 

月間有効求職者数 599 78,325 18 -4,194 25 1,825 

月間有効求人倍率 1.59 1.11 -0.08 0.11 -0.31 -0.06 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和5年1月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地    区 

苫小牧管内 1 14 0 -61 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 14 1,553 6 691   
全   国 570 56,524 118 -10,416   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和5年1月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

174,844 1.05 0.99 60,435 1.00 1.00 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和5年1月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和5年1月) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和5年1月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -3.3 20.0 148.8 -0.9 58.8 104.8 

広   尾 -5.2 41.5 186.6 -1.0 58.0 112.3 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 

 1月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 1 13 76 1,886 0 0 58 1,688 

浦 河 町 0 0 80 929 0 0 97 1,285 

様 似 町 0 0 33 1,507 0 0 32 458 

え り も 町 0 0 46 431 0 0 47 381 

小 計 1 13 235 4,753 0 0 234 3,812 

広 尾 町 0 0 52 512 2 151 50 666 

総合計 1 13 287 5,265 2 151 284 4,478 

 1月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 22 0 30 

浦 河 町 1 18 0 18 

様 似 町 0 6 0 4 

え り も 町 0 2 0 3 

小 計 1 48 0 55 

広 尾 町 1 12 0 17 

総合計 2 60 0 72 



８ 

 

                      日高振興局からのお知らせ 
 

 

 

 

日高の豊かな海の幸フェス開催中！ 

日高振興局では、主要魚種の不漁や赤潮被害などの影響で厳しい状況にある管内水産業を応 
援し、地域を盛り上げるための取組として『日高の豊かな海の幸フェス』を開催中です。 

 
■ フェス第１弾 『日高の海の幸料理 365日投稿チャレンジ』 

日高で水揚げされた水産物を使用した料理を、令和４年１月１日～12月31日まで毎日ＳＮ 
Ｓに投稿。 

 

 
■ フェス第２弾 『日高のお魚スペシャリテ』 
札幌市内のホテルにおいて、日高で水揚げされたホッキやマツ 

カワなどを使用したランチフェアを実施。 
 

 

 

■ フェス第３弾 『日高の海の幸ランチフェア』 
三笠高校のレストランにおいて、日高で水揚げされたブリとコ 

ンブを使用した御膳を提供。 
 

 

■ フェス第４弾 『HiFA 2022』 
管内で漁獲される代表的な水産物（23種類）の中から、11種 

 類を選ぶ人気投票を実施し、お魚ベストイレブンを決定。 
 
 

 

■ フェス第５弾 『パン屋さん de こんぶフェス』開催中！！！ 
三笠高校の生徒が考案した日高昆布を使った特製ベーグルレシピを管内のパン屋さんが独 

自にアレンジ！その他、日高昆布を使用したパンが実際に販売されています！ 
 

詳しくはこちらへ→ 
 

【問い合わせ先】 北海道日高振興局産業振興部水産課漁政係 電話0146-22-9321

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、 

商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、管内における水産業振興の取組について、紹介いたします。 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


